
 

 

令和 7年 

食育だより 

お米は日本人にとって主食であり、古来から神事や祭事において中心と

（毎月19日は食育の日） 芳野小学校 

10月号 

給食のご飯の量には、学年ごとの目安があります。ふだん家で食べている量と比べてみましょう。

目安はありますが、食べられる量は人それぞれ違います。学校では給食当番の子どもたちが盛り付

けた後、減らしたり増やしたりして自分に合った量を残さず食べるよう指導しています。 

ところで、各学級に配食される食缶のご飯をそのままクラ

スの人数で等分したものが、個人の「適量」かというと、必

ずしもそうではありません。体格や運動量、体質、その日の

体調によってもその人に合った適量は異なります。食事の量

について気になることがある人は、いつでも栄養教諭に相談

してください。 

10 月 16 日は「世界食料デー(World Food Day)」。 

国連が制定した、世界の食料問題について考える日で

す。世界では、すべての人が十分に食べられるだけの

食料が生産されているにもかかわらず、飢餓の問題は

まだ解決されていません。さらに近年の紛争や異常気

象、経済の悪化などで世界では 6 億 7,300 万人（2024

年）が飢餓に直面しているそうです。 

一方、まだ食べられるのに捨てられてしまう食べ物

のことを「食品ロス」といいますが、日本ではこの食

品ロスが、2023(令和 5)年度で年間 464 万トンと推定

されています。1 人当たりにすると 1 日約 102g、1 年で約 37kg に

もなるそうです。 

この機会に、私たちが毎日食べているものはどこから来ているの

かについてよく知り、自分たちが食べ物をむだにしないためにどう

するべきかを考えてみませんか。 

10 月 27 日〜11 月 9 日は「読書週間」です。これに合わせ、学校ではこの

時期に「読書週間コラボ献立」として国語の教科書に出てくる物語や、学校

の図書室にある本の内容にちなんだ料理が登場します。この機会にますます

読書に親しみ、心も栄養もたっぷりにしていきましょう。 

さて、第１回目（○日）の献立テーマは、「心で味わい、舌でも味わう『ごんぎつね』」。 

『ごんぎつね』は、4 年生が、主人公・兵十の心情の変化を追いながら学

習を深めてきた国語の物語文です。きつねのごんが兵十へのつぐないと

して届けた、「くり」や「いわし」、「きのこ」を使った給食を味わいます。

よく味わいながら、お話の世界にさらに思いをめぐらせてみましょう。 

なる重要な作物でした。しかし、1 人当たりの年間消費量は 1962(昭和 37)年度の 118.3

㎏をピークに 2022(令和 4)年度は 50.9 ㎏まで減少しています。さらに昨年からの米価

格の高騰も社会に大きな影響を及ぼしています。もうすぐ新米の時期。お米の大切さや

よさをあらためて見直してみましょう。 


